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県大船渡地域振興センター　　　

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは12日付で、総合評価

落札方式で実施する森林管理道大

松沢線改築工事を公告した。入札

参加希望者は入札参加申請書を電

子入札システムにより20日正午ま

でに提出すること。入札は２月３

日を予定している。

▽森林管理道大松沢線改築工事

（簡易２型）

施行地　陸前高田市矢作町字的場

地内

工　期　2021年３月15日まで

工事内容　延長80（420）ｍ、幅

員4.0ｍ、林道土工一式、路盤

工1456.0㎡、法面工899.9㎡、擁

壁工292.4㎥、排水構造物工205.

2ｍ、防護柵工146.5ｍ、標識工

一式、構造物撤去工一式、附帯

工一式

予定価格　6663万2000円

入札参加資格　土木工事Ｂ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区、北上地区、一関地区）、

沿岸広域振興局（本局、大船渡

地区）の区域に建設業法に基づ

く主たる営業所を有すること

参加申請書の受付　2021年１月20

日正午まで

入札予定日時　2021年２月３日17

時まで

開札予定日時　2021年２月４日13

時

………………………………………

県岩泉土木センター　　　　　　

　県沿岸広域振興局土木部岩泉土

木センターは12日付で、参加意思

確認書の提出を求める、一般国道

340号ほか11路線道路パトロール

業務委託を公告した。参加意思確

認書の提出期限は26日17時15分と

なっている。

▽一般国道340号ほか11路線道路

パトロール業務委託

期　限　2022年３月31日まで

業務内容　パトロール日数242日

応募要件　次に掲げる３業種のい

ずれかについて、2020・21年度

建設関連業務競争入札参加資格

者名簿に登録されていること。

（ア）測量（イ）土木関係建設

コンサルタント（ウ）地質調査。

沿岸広域振興局（宮古地区）管

内に営業拠点を有する者でなけ

ればならない－など

参加意思確認書の提出期限　2021

年１月26日17時15分

………………………………………

県農業研究センター　　　　　　

　県農業研究センターは12日付

で、一般競争入札のガラス温室屋

根ガラス等修繕業務を公告した。

申請期限は25日17時。入札・開札

は２月２日に行われる。

▽ガラス温室屋根ガラス等修繕業

務

施行地　北上市成田20－１

期　限　2021年３月29日まで

入札参加資格　入札公告日現在

で、岩手県の2019・20年度県営

建設工事競争入札参加資格者名

簿の建築一式工事に登録されて

いる者であること。この公告の

日から過去５年以内に元請けと

して、同様の業務を行った実績

を有する者であること。入札公

告日現在で、県南広域振興局（北

上地区）の区域に本社、支店ま

たは営業所（建設業法（昭和24

年法律第100号）第７条におけ

る経営業務の管理責任者を置く

営業所）を有していること－な

ど

申請期限　2021年１月25日17時

入札・開札日時　2021年２月２日

10時

………………………………………

八幡平市総務課　　　　　　　　

　八幡平市総務課は12日付で、条

件付一般競争入札で実施する河道

掘削工事（その２）など６件を公

告した。入札参加希望者は、入札

参加申請書類を電子メールまたは

持参により15日正午までに提出す

ること。入札は22日を予定してい

る。

▽消火栓設置工事（椛沢１工区）

施行地　八幡平市平舘地内

工　期　2021年３月19日まで

工事内容　消火栓設置（地上単口）

Ｎ＝１基

入札参加資格　2019・20年度八幡

平市営建設工事等請負資格者名

簿の土木一式工事Ｃ級に登録さ

れている者で、市内に本社（店）

を有すること。一定の要件を満

たす場合に限り、現場代理人の

２件の工事の兼務を認める―な

ど

入札時間　９時30分

▽消火栓設置工事（松尾工区）

施行地　八幡平市松尾地内

工　期　2021年３月26日まで

工事内容　消火栓設置（地上単口）

Ｎ＝１基

入札参加資格　2019・20年度八幡

平市営建設工事等請負資格者名

簿の土木一式工事Ｃ級に登録さ

れている者で、市内に本社（店）

を有すること。一定の要件を満

たす場合に限り、現場代理人の

２件の工事の兼務を認める―な

ど

入札時間　９時40分

▽河道掘削工事（その１）

施行地　八幡平市西根・松尾地内

工　期　2021年３月31日まで（62

日間予定）※本工事に係る繰越

手続きがなされた場合の工期

は、2021年６月10日までの133

日間となる予定

工事内容　河川土工一式、法面工

一式、仮設工一式

入札参加資格　2019・20年度八幡

平市営建設工事等請負資格者名

簿の土木一式工事Ｃ級に登録さ

れている者で、市内に本社（店）

を有すること。一定の要件を満

たす場合に限り、現場代理人の

２件の工事の兼務を認める―な

ど

入札時間　９時50分

▽河道掘削工事（その２）

施行地　八幡平市安代地内

工　期　2021年３月31日まで（62

日間予定）※本工事に係る繰越

手続きがなされた場合の工期

は、2021年６月29日までの152

日間となる予定

工事内容　河川土工一式、護岸基

礎工一式、法覆護岸工一式、仮

設工一式

入札参加資格　2019・20年度八幡

平市営建設工事等請負資格者名

簿の土木一式工事Ｂ級に登録さ

れている者で、市内に本社（店）

を有すること。一定の要件を満

たす場合に限り、現場代理人の

２件の工事の兼務を認める―な

ど

入札時間　10時

▽大更地区配水管布設工事

施行地　八幡平市大更地内

工　期　2021年３月31日まで（62

日間予定）※本工事に係る繰越

手続きがなされた場合の工期

は、2021年６月14日までの137

日間となる予定

工事内容　施工延長Ｌ＝663.4ｍ

［配水管布設工（HPPEφ50）

Ｌ＝653.2ｍ、水管橋設置工Ｌ

＝4.6ｍ、添架管設置工Ｌ＝5.6

ｍ］

入札参加資格　2019・20年度八幡

平市営建設工事等請負資格者名

簿の土木一式工事Ｂ級に登録さ

れている者で、市内に本社（店）

を有すること―など

入札時間　10時10分

▽統合事業配水連絡管整備事業舗

装本復旧工事

施行地　八幡平市平舘地内

工　期　2021年３月31日まで

工事内容　施工延長Ｌ＝1269ｍ

［アスファルト舗装版取壊しＡ

＝1780㎡、アスファルト舗装工

Ａ＝1780㎡］

入札参加資格　2019・20年度八幡

平市営建設工事等請負資格者名

簿の舗装工事Ａ級に登録されて

いる者で、市内に本社（店）又

は建設業法に基づく許可を受け

て契約権限等を委任されている

営業所等を有すること。一定の

要件を満たす場合に限り、現場

代理人の２件の工事の兼務を認

める―など

入札時間　10時20分

▼以上６件

入札参加申請の受付　2021年１月

15日正午まで

入札月日　2021年１月22日

………………………………………

一関市総務課　　　　　　　　　

　一関市総務課は12日付で、制限

付一般競争入札で実施する磐井川

流域関連一関公共下水道山目１－

１号幹線工事を公告した。参加申

し込みは25日17時まで、入札は27

日を予定している。

▽磐井川流域関連一関公共下水道

山目１－１号幹線工事

施行地　一関市赤荻字下谷地地内

他

工　期　2021年３月31日限り

工事内容　下水道工事〔管きょ工

（開削）ＰＲＰφ200 Ｌ＝362

ｍ〕

参加資格　2019・20年度一関市建

設業者登録台帳の土木一式工事

Ａ級Ⅰ種。2010年４月１日以降

に、元請または１次下請として、

下水道工事を施工した実績を有

すること（特定共同企業体の構

成員として施工した工事につい

ては、出資比率が20％以上の場

合のものに限る）

入札参加申請の提出期限　2021年

１月25日17時

入札日時　2021年１月27日９時30

分

………………………………………

釜石市財政課　　　　　　　　　

　釜石市財政課は12日付で、釜石

（只越）地区汚水管布設工事など

条件付一般競争入札５件を公告し

た。申請書の提出期限は18日17時。

入札は21日を予定している。

▽みんなの家解体工事

施行地　釜石市大字平田第５地割

84番地５

工　期　2021年２月28日限り

工事内容　みんなの家解体工事

（建物および付属する電気設備、

給排水設備、外構等の解体撤去）

一式

入札参加条件　釜石市営建設工事

等請負資格者名簿登録業者（市

内業者）であること。2019年９

月19日開催第８回指名選考委員

会で決定された以下のいずれか

を満たす入札参加資格業者であ

ること。①上記名簿「建築」工

事Ｃ級登録業者であること②上

記名簿「土木」工事Ｃ級登録業

者であること③解体工事業登録

許可業者であること

入札予定時間　９時35分

▽箱崎12号線擁壁設置工事

　　　　　　　（６面へつづく）

　あれから10年の月日が流れようとしている。多く

の命が失われ、それでも被災者は復興を目指して営

々と取り組んできた。国も前例のない大規模な支援

を行ってきた。

　これまで長大な防潮堤、大規模な市街地のかさ上

げ、高台地区への移転、復興道路網の整備などなど

数限りない対策を講じてきた。

　しかし、復興事業が進むにつれて、厳しい現実が

突き付けられてきている。復興をけん引する人の帰

還が進まず、水産業も漁獲量の減少で経済も低迷し

ている。ここにきて、様々な課題が見えてきた。最

も大きいのは、復興事業に時間がかかりすぎて、せ

っかく整備された市街地は空き地が多く、本当の意

味での復興が果たされていないこと。復興予算が終

わる時がきたとき、被災自治体の財政がどうなるの

か不安がよぎる。

　10年前、震災復興計画策定にあたっては、いろい

ろな提案がなされたと記憶している。その中で選択

された復興策は、津波のエネルギーに打ち勝つべく

想定した波高を抑える長大な防潮堤と広大な市街地

のかさ上げ造成を基本とした。しかし、青森から福

島までの500㌔㍍に及ぶ長い海岸線上の被災地はと

てつもなく広大であった。復興事業は街づくり計画

にはじまり、粗造成・道路整備・防潮堤・市街地造

成・上下水道整備とひとつひとつ順を追って進めざ

るを得ない。しかし、我が国の持つヒト・モノ・カ

ネには自ずと限界があり、どうしても時間はかかる

ことはやむを得ないことである。

　先日、ＮＨＫ特集で洪水対策に関する番組があっ

た。その中で、北海に注ぐエルベ川沿いのドイツの

大都市ハンブルグの洪水対策を取り上げていた。ヨ

ーロッパでも頻発する洪水への対応は都市の存続に

かかわる大きな課題となっていることは我が国と同

様である。大規模な堤防と市街地の嵩上げ再整備で

街を守るのか、それとも建物の低層階の浸水を前提

に建物をリニューアルして洪水がきても生活に支障

がでないようにするのか、どちらにするか。ハンブ

ルグでは、後者を選択したのであった。例えるなら

ば、「柳に風」方式を選んだということだろう。これ

は、今後の津波や大規模な洪水対策としての選択の

ひとつになるのではないだろうか。

　今回の震災による津波の被害でも基礎のしっかり

した鉄筋コンクリート造の建物には流されず残った

ものもあった。ということは、津波が来ても流され

ることのない頑健な高層建築物による街の復興は十

分可能であると考える。例えば、そうした頑丈な建

築物の１～４階部分を駐車場など、水が洗っても人

命に支障のない利用に供し、その上の階に行政・業

務・サービス施設、さらにその上を住居に使えば、

例え今回並みの津波が来ても「柳に風」となるので

はないか。整備に要する時間もかなり短くなるはず

で、被災者の帰還も増加するであろう。さらにメリ

ットとして、道路・水道・下水道も幹線の整備だけ

で済むこと。もちろん長大な防潮堤を整備する必要

もない。防潮堤がないということは、波打ち際まで

障害物がなく近づけることで、人と海の関わりが自

然本来の姿になり、美しい海岸線の景観を守り享受

することにもなる。そして街づくりに係る復興財源

も桁外れに安価に済むはずである。

　今回の復興事業を、しっかりと検証し、英知を結

集して近々発生が懸念される大規模地震と大津波に

備えることが、東日本大震災により失われた多くの

御霊に報いることになるのではないだろうか。
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